
ｌｌｌ一日１

Ｘ
Ｃ

ヤ
ゆ
ブ
り

２
０
１
６
年
４
月
1
4
日
。

熊
本
地
震
発
生
。
死
者
4
9
人
、

被
災
家
屋
は
３
万
棟
以
上
。

　
「
ま
さ
か
熊
本
が
」
。
予
想

外
だ
っ
た
。

　
私
は
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
に

い
た
。
帰
国
は
４
月
1
8
日
と

な
っ
た
が
、
本
部
事
務
局
の

初
期
対
応
は
迅
速
だ
っ
た
。

３
年
前
か
ら
準
備
し
て
い
た

南
海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
フ
ル
活
動

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ム
ダ
幹
部

職
員
の
実
家
が
被
災
し
た
熊

本
県
益
城
町
の
町
立
広
安
小

学
校
避
難
所
を
活
動
拠
点
に

決
定
。
翌
日
の
４
月
1
5
日
か

ら
緊
急
医
療
支
援
活
動
を
開

始
し
た
。
５
月
５
日
で
救
護

所
緊
急
医
療
活
動
を
終
了
し

た
。
理
由
は
益
城
町
の
開
業

医
に
よ
る
保
険
診
療
の
復
活

で
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
体
育
館
に
移

っ
た
避
難
室
に
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
鍼
灸
師
を
、
福

か
こ
ぐ
印
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菅波茂

祉
避
難
所
介
護
に
介
護
福
祉

士
を
、
テ
ン
ト
村
救
居
室
に

看
護
師
を
そ
れ
ぞ
れ
に
派
遣

し
た
。
全
国
か
ら
多
く
の
医

師
や
看
護
師
ら
の
応
募
を
い

た
だ
い
た
が
、
時
期
に
よ
っ

て
は
断
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

　
今
後
の
大
規
模
災
害
被
災

者
救
援
活
動
に
は
是
非
と
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ち
な
み
に
、
５
月
1
6
日
ま
で

の
派
道
者
数
は
合
計
１
０
８

人
。
内
訳
は
、
医
師
1
5
人
、
¨

看
護
師
3
0
人
、
薬
剤
師
５
人
、

介
護
福
祉
士
1
6
人
、
理
学
療

法
士
４
人
、
鍼
灸
師
2
5
人
、

調
整
員
1
3
人
。
更
な
る
活
動

と
し
て
、
岡
山
か
ら
の
大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2
5
人
を
３

日
間
受
け
入
れ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

支
援
農
場
の
竹
内
洋
二
代
表

世
話
人
に
よ
る
炊
き
出
し
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
高
校
生
会
な
ど

の
街
頭
募
金
な
ど
が
あ
る
。

活
動
を
支
え
る
募
金
に
本
当

熊本地震被災者救援活動とづ自治体連携
に
感
謝
し
た
い
。
　
　
　
　
城
町
ま
で
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海

　
今
回
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
ト
ラ
フ
災
害
対
応
フ
ラ
ッ
ト

が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
自
治
フ
ォ
ー
ム
」
参
加
の
自
治
球

体
連
携
の
具
現
化
で
あ
る
。
で
あ
る
高
知
県
、
高
知
市
、

合
計
１
７
５
張
り
の
テ
ン
ト
須
崎
市
（
高
知
県
）
、
黒
潮

村
の
設
営
と
運
営
が
あ
る
。
町
（
同
）
、
徳
島
県
、
美
波

熊
本
地
震
で
は
家
屋
全
壊
な
町
（
徳
島
県
）
、
牟
岐
町
（
同
）
、

ど
で
多
く
の
被
災
者
が
車
中
海
賜
町
（
同
）
、
総
社
市
、

に
泊
ま
る
。
そ
の
結
果
、
工
　
香
川
県
丸
亀
市
の
車
両
と
、

コ
ノ
ミ
ー
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
十
字
屋
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
結

た
め
に
３
人
が
死
亡
し
た
。
水
車
な
ど
に
加
え
、
職
員
と

テ
ン
ト
は
被
災
者
か
ら
喜
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
2
8
人
が
搬

れ
た
。
「
足
を
仲
ば
す
こ
と
送
と
設
営
を
し
た
。
運
営
は

が
で
き
る
」
と
。
　
　
　
　
主
に
総
社
市
職
員
と
市
民
ボ

上
ア
ン
ト
は
総
社
市
か
ら
益
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
総
社

総社市・丸亀市・ＡＭＤＡ南海トラフ災害対応フラ
ットフォームj密携自治体による熊本地震被災者支援
第２便の出発式一総社市役所で４月23日

市
は
職
員
を
延
べ
4
7
人
派
遣

し
た
。
備
前
市
の
新
規
参
加

も
う
れ
し
い
。

　
二
つ
目
は
南
海
ト
ラ
フ
災

害
対
応
に
不
可
欠
な
海
外
か

ら
の
支
援
だ
。
「
友
あ
り
、

遠
方
よ
り
来
る
」
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

台
湾
ル
ー
ツ
の
メ
ン
バ
ー
が

来
日
し
た
。
台
湾
政
府
の
国

際
衛
生
行
動
隊
（
台
湾
Ｉ
Ｈ

Ａ
）
と
７
月
９
日
の
第
３
回

調
整
会
議
に
も
参
加
予
定
で

あ
る
。

　
い
み
じ
く
も
熊
本
地
震
直

後
の
４
月
1
6
日
。
エ
ク
ア
ド

ル
で
大
地
震
が
発
生
し
、
６

０
０
人
以
上
が
死
亡
、
１
万

２
０
０
０
人
以
上
が
負
傷
し

た
と
さ
れ
る
。
大
統
領
が
非

常
事
態
宣
言
を
発
令
し
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
子
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
ニ
テ
ィ
・
事
務
局
長

を
派
遣
し
た
。
首
都
キ
ト
に

あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

デ
・
キ
ト
大
学
医
学
部
と
合

同
で
被
災
者
支
援
活
動
を
実

施
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
コ
ロ
ン

ビ
ア
支
部
と
ボ
リ
ビ
ア
支
部

か
ら
む
医
療
チ
ー
ム
派
遣

を
、
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
の
「
海

外
医
療
チ
ー
ム
の
支
援
不

要
」
と
の
宣
言
で
見
送
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
は
本
当

に
残
念
で
あ
る
。

　
世
界
中
で
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。
こ
の
秋
か
ら
太
陽

の
黒
点
の
著
し
い
減
少
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。
寒
冷
化
、

太
陽
嵐
と
災
害
発
生
が
心
配

だ
。
熊
本
地
震
被
災
者
支
援

活
動
で
は
多
く
の
教
訓
を
い

た
だ
い
た
。
複
数
の
活
断
順

に
沿
っ
て
大
分
県
へ
と
地
震

発
生
が
続
い
た
。
延
長
線
上

に
位
置
す
る
伊
方
原
発
（
愛

媛
県
）
が
壊
れ
た
ら
放
射
能
・

が
拡
散
し
、
大
惨
事
と
な
る
。

被
爆
対
策
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
ト
ラ
フ
災

害
対
応
フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
仕
上
げ
を
急
ぎ
た
い
。
益

城
町
で
の
活
動
は
今
も
継
続

し
て
い
る
が
、
今
回
、
こ
こ

ま
で
の
活
動
で
お
世
話
に
な

っ
た
自
治
体
、
岡
山
県
介
護

老
人
保
健
施
設
協
会
、
岡
山

経
済
同
友
会
、
十
字
屋
グ
ル

ー
プ
、
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
、
野
口
健

・
総
社
市
観
光
大
使
な
ど
多

く
の
方
々
と
団
体
に
心
か
ら
・

の
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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